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中野 今治 ･藤洋治四郎(郡神経研 ･神経病理)
森 啓 (都糊神研 ･分子生物)
高齢の2匹のサル (28肢雌と35歳雌)の老人班
を電顕観察した.'探麻酔後.4%バラフォルムア
ルデヒド0.25%グルタールアルデヒドにて漕流し,
大脳皮質の超薄切片に迎統して畔招朽切片を作成,
後者には脱エポン後抗β抗体で免疫染色を行い,
前者は通常の電子敗色をして.綾者の免疫陽性部
位と比較して屯田蚊察した｡
脱エポン切片で滞慢性老人斑に見える斑でも,
悶田的には散在性の腫大変性突起が観察されたO
プレアミロイドは細胞突起間に少量散在性に認め
られたが,腔大変性突起問ではなく,小突起の問
に沈苛していたO後者の細胞膜は不規則な走行を
示し.時には突起内部に大きく陥入していた｡ま
た.プレアミロイド沈着が小領域に集積している
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